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§1 はじめに 

2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震は、

観測史上最大規模を記録し、広域にわたり甚大な被害を

もたらした。近年急速に変化している社会環境や今回の

震災経験は、度重なる災害経験により形成され普遍的に

受け継いできたとされる日本人の“災害観”に影響を与

えたのではないだろうか。本研究では「災害観は変化す

る」という仮説のもと、災害に対して人々が抱く意識を

分析し、日本人の新しい災害観を探ることを目的とする。

また、近年発生した大災害の記録と比較することで災害

観の変容を考察する。 

§2 既存の災害観 

廣井脩氏による日本人の災害観１）によると、日本人は

独特な災害観をもっており、主に

天譴論・運命論・精神論の３タイ

プに分類される。これらの根底に

は自然を絶対視する自然観と仏教

的無常感があるとされる。その災

害観を文献２）等を参考に図式化す

ると図１のように描ける。    図１ 日本人の災害観 

§3 研究方法 

 災害観を分析するにあたり、本研究では前述の災害観

を参考に４つの分析軸によって人々の意識や観念を５段

階に評価し、数値化することとした。 

個人の災害観が直接的に表現されている文献データを

東日本大震災に関して新聞記事・書籍３）他から 401 件、ブ

ログ・電子掲示板・twitter４）他から 691 件、近年の大災

害である阪神・淡路大震災に関して書籍５)他から 317 件を

収集し、分析対象として扱う。 

分析軸は既存の災害観から抽出したキーワードとそれ

に対比する語からなり、自然の力と人間の力による対比

から自然観を考察する自然―人為軸、直感的に感じる災

害観と論理的思考から構築する災害観の直感―論理軸、

精神的な表現と物質的な表現の割合を比較する心的―物

的軸、災害に対する精神的な受け入れ状況をみる受容―

否認軸の４つの対比語である。自然・直感・心的・受容

を評価１とし、人為・論理・物的・否認を評価５として

文献を評価する。各分析軸の評価詳細を表１に示す。ま

た、評価１を「楽観的災害観」とし、評価５に位置する

観念を「科学的災害観」とした。本来、人々の意識や観

念の分析は主観的になりやすいが表１のように評価に一

定の基準を設けることで客観性を保つよう心がけた。 

表１ 各分析軸の５段階評価の詳細 

§4 過去の大震災における災害観の分析 

4.1 災害の違いによる分析 

東日本大震災では、地震が津波、原発事故を誘発した。

本来、原発事故は自然災害ではなく人為的事故と考えら

れるが、社会に与えた影響の大きさを考慮し、地震・津

波・原発・災害全体の４つの項目で比較分析を行った。

その結果、原発と他３つの項目で大きな違いがみられた。

それが顕著なのは図２に示す自然―人為軸である。 

図２ 災害の違い 自然―人為軸 

地震・津波・原発・震災全体では評価１、２の割合が

大きく自然優位の傾向であるが、原発は評価４、５の割

合が大きく人為優位であることから他の災害と比較する

と明らかに異なる。また、他の３つの軸でもこの傾向は

同様にみられ、原因が自然災害の事故であっても、災害

と事故では人々の意識が異なることがわかる。 

4.2 被災者と一般の違いによる分析 

文献データから発信者自身が被災したことが読み取れ
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るものを被災者、その他を一般として被災の有無による

分析を行う。受容―否認軸における被災の有無の違いを

図３で示すと被災者の方が評価１の割合が大きいことが

わかる。これは他の分析軸でも同様で、一般と比較する

と被災者の方が評価１、２の割合が大きい傾向にある。

つまり、自然の脅威を実体験した被災者の方が直感的に

諦念を抱き、災害を受け入れる傾向が強いと考えられる。 

図３ 被災の有無 受容―否認軸 

4.3 時間的推移による分析 

災害観の時間的推移を考察するため、1995 年に発生し

た阪神・淡路大震災（図４）をとりあげ、東日本大震災

発生直後（2011 年 3 月 11 日～4 月 30 日）を第１期（図

５）、震災発生後半年（2011 年 9 月 1 日～10 月 31 日）を

第２期（図６）として比較する。 

図４ 阪神・淡路大震災における評価 

図５ 東日本大震災 第１期における評価 

図６ 東日本大震災 第２期における評価 

 図４では分析軸に関わらず総合的に評価１、２の割合

が大きいことから自然絶対視からなる災害へのあきらめ

が強いといえる。東日本大震災直後の第１期では分析軸

によって評価がばらつき、時間の経過とともに、評価の

割合が変化していることから、東日本大震災によって災

害に関する意識に変動があったとも考えられる。 

§5 災害観の比較 

文献データの分析により人々が抱く災害に対する意識

を図式化すると、阪神・淡路大震災、東日本大震災の災

害観を図７・８のように描ける。阪神・淡路大震災では

既存の災害観と同様に、災害は防げないのであきらめ、

受け入れようとする傾向に加えて、災害を受け止めるこ

とへのとまどいや葛藤がみられる。また、横軸を本研究

で表した評価軸で示すと、災害は単なる自然現象という

観念から、あきらめない、忘れない、対策・教育へと発

展する科学的な要素もあわせもつ。また、東日本大震災

では、科学的災害観と楽観的災害観のなかでとまどい、

葛藤することで、心理過程が複雑化している。つまり、

災害観は社会環境の変化や多くの災害経験から少しずつ

変容している。また、現代の災害観は、既存の災害観で

ある日本人独自の災害観と、一般市民にも浸透してきた

科学的災害観が両立した上で、相互に作用しながら形成

されていることが分かる。 

図７ 阪神・淡路大震災における災害観 

図８ 東日本大震災における災害観 

§6 おわりに 

本来、災害観とは長期間を経て形成されていくもので

あり、十数年の短い期間での変容や新しい災害観を特定

することは難しい。本研究では、主観的な個人の意識を

定量化し、客観的な分析に資することで、新たな災害観

の一端を明らかにした。 

【引用文献】 

1) 廣井脩：新版 災害と日本人 巨大地震の社会心理，時事通信社，

1995 年 4月 1 日. 

2) 伊村則子：震災体験の継承，第 4 回地震防災シンポジウム「阪

神・淡路大震災が問いかける都市防災システムの課題」資料，日

本建築学会，pp.67～70，1997 年 11 月 20 日. 

3) 新出安政：東日本大震災９９人の声 あの日のわたし，星雲社，

2011 年 10 月 11 日. 

4) Akikoy：https://twitter.com/#!/akikoy/status/60520055598，2011 年 04

月 19 日. 

5) 西井一夫：毎日ムック[完全保存版]詳細 阪神大震災 1995 年

1/1 からの復活，毎日新聞社，1996 年 1 月 17 日. 

0

10

20

30

40

50

評価1 評価2 評価3 評価4 評価5

文
献

評
価

割
合

％

一般 被災者

n=711

n=365

0

10

20

30

40

評価1 評価2 評価3 評価4 評価5

文
献

評
価

割
合

％

自然－人為 直感－論理 心的－物的 受容－否定

n=201
n=251

n=237

n=298

0

10

20

30

40

評価1 評価2 評価3 評価4 評価5

文
献

評
価

割
合

％

自然－人為 直感－論理 心的－物的 受容－否定

n=372

n=451

n=504

n=384

0

10

20

30

40

評価1 評価2 評価3 評価4 評価5

文
献

評
価

割
合

％

自然－人為 直感－論理 心的－物的 受容－否定

n=372

n=451

n=504

n=384

精神論

とまどい　葛藤

自然科学

楽観的災害観 科学的災害観

自然観　　宗教観

諦め　仕方ない　現状肯定 諦めない　　忘れない
楽観　覚悟する　忘れる

　　　心理的効果

天譴論　運命論

祈る 我慢する　耐え忍ぶ　頑張る
対策　　　教育

心
理
体
系

精神論

とまどい　葛藤

楽観的災害観 科学的災害観

対策　　　教育

自然科学

楽観　覚悟する　忘れる

　　　心理的効果

天譴論　運命論

自然観　　宗教観

諦めない　　忘れない

祈る 我慢する　耐え忍ぶ　頑張る

諦め　仕方ない　現状肯定

心
理
体
系

―800―


